	開催セミナー

	第84回　農楽マッチ勉強会京都農業女子レポート

	日　時
	2020年1月25日 (土)

　　13:30～16:30
	場　所
	龍谷大学
龍谷大学深草学舎  和顔館B101教室

	講　演　者

	　松本瑠美氏　大村仁美氏　安井千恵氏　佐古恵美氏・北尾美苗氏

	タイトル
	若者が夢を持てる農業とは！  ～活躍する若手女性農業者～

	内容
	基調講演

「京都府、近畿の若者の就農と特徴、京の農林女子ネットワークの取り組み」

京都府農林水産部  農業応援伴走支援担当  松本瑠美氏

農業の担い手の半分は女性で新規参入は20、30代が多いです。毎年150人程度新規就農しています。

そのため相談できる仲間作りや女性が働きやすい環境整備（企業と連携した便利機能グッズの開発など）を行なってきました。

また、自分とこの野菜を使ったレシピ作りに力を入れ、クックパッドでも紹介されています。

農業は北と南では違うために情報交換には力を入れています。

若手女性農業者による実践報告

①大村農園  大村仁美氏

木津川市山城町。豊かな伏流水と温暖な気候。近くに市場があることから生産調整しやすい都市近郊型農業で水はけが良いので軟弱野菜が作りやすいです。

経営面積は80aだハウスが30棟。春菊とほうれん草を栽培。

農業をするきっかけはたまたま配偶者が農家であったこと（本人は自動車関係です）

軟弱野菜の栽培に携わる傍ら農園の経理も担当されています。

②はまちえ農園  安井千恵氏

京都市右京区京北町

国際NGO団体「ドイツ国際平和村」での経験が就農を志す契機になりました。

京北町の農業の師匠の下で修行し、師匠が転出するにあたり、農園と販路を引き継ぐ形でスタートしました。

経営面積は30a。ハウス1棟と露地23a。

ベビーリーフサラダと地元特産の子宝いもを中心に栽培されています。

将来は京北の特産品を地域振興に導き、NGOの経験から障碍者へのサポートも取り組んでいきたいです。

③さんさん山城  佐古恵美氏、北尾美苗氏

さんさん山城は就労継続支援B型事業所で農福連携に取り組んでいます。

主に京都田辺茄子、京都えびいも、京都宇治抹茶の生産とその加工、カフェでの供食を利用者さんが行なっています。

通える利用者さんを中心に朝の6:30から収穫作業をしたりするところは他の事業所とは違いがあります。

ここでの特色は他の農家では出来ないマンパワーを利用し、なかなか利用できない里芋の茎を芋茎に加工して出荷したり、海老芋はそのマンパワーを利用して洗わずに出荷、高級品として取引されているばかりではなく、JAにも種芋として出荷し、大きな信用を得ています。

障碍者がその特性を発揮して他では出来ないバリューを売りに販売しております。

農業女子感想

今回感じましたことは…ちょっと取り組みが表面的なものに感じました。

例えば、機能性のあるある農業資材やファッション等

うちが思うに農業で女子というのは特別なことではないと思います。

仕事柄、ガテン系の現場でトラックやユニック、ダンプの運ちゃんや機会を操作するオペさんの中には髪を後ろで一つ括りしているお姉ちゃんをよく見かけます。

その子たちはガテン系ということで特別体が大きいわけではなく、普通かどちらかというと小さな女の子です。

これは安井千恵さんとも話したのですが、農業女子ネットワークでは別の分野でも取り組んで欲しいと思います。

それはガテン系のお姉ちゃんはサラリーマンが多いので代わりはなんとかなりますが…

農業女子の特に新規就農した女の子は変わりがいません。それと女の子特有の…

「妊娠、出産」についてどう取り組んでいくか？と言うことです。

妊娠したことがないので詳細は分からないですが、農作業に支障をきたすこともあります。お腹が大きいからと言って作物の成長は待ってはくれません。また、村の道普請などに参加しなくても良いと言うことにはなりません。先日、8か月の女の子が法面の草刈りができないということで、草刈りに行っています。

そこで、農業女子ネットワークにその辺の手伝いに行く女子を登録し、要請があればいける人が行く。そしてそれが新規就農へのインターンシップに繋げて自身の就農への礎になれば良いと思います。

それとこれも千恵さんと話したのですが、自然農で無農薬生産している人には今の種子法廃止と種苗法改正は死活問題ですが…こないだの話だと見えてこないです。

特に京都では種子条例を制定するという動きが見えてこないです。

京野菜は全部誰かが育苗権とかを持っていないと思います。このままでは京野菜は作付けできなくなるものも出て来るのでは？と危惧しております。
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